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Ligno cresol 1,1 bis aryl propane type, linear polymer was prepared directly from- - ( - ( ) )p
native lignin in Japanese cypress wood meal, using cresol and concentrated sulfuric acid,p-
and the C NMR spectra were observed. The cresol introduced into arylpropane unit in13 p-
lignin could be distinguished from the unit, and the proportion of introduction be estimated
too. In addition, ligno cresol was methylolated using formaldehyde, and the information- -p
was drawn on the structure.
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１．はじめに

現在，再生可能な植物資源に含まれるリグニン

をリグノパラクレゾール（ -ビス(アリール)プロ1,1
パン型鎖状高分子）に変換して取り出し ，それを１）

利用した環境に優しい機能材料の開発に取り組ん

でいる．こうした機能面での有効利用を進める上

で重要課題の１つとして挙げられる，リグノパラ

クレゾールの主構造とその高分子反応性について

法を用いて検討した．
13C NMR

２．実験方法

ヒノキの鋸屑木粉をアセトンで脱脂した後，パ

ラクレゾール（ -メチルフェノール）収着，濃硫4
酸反応，脱酸中和，及びエーテル精製の４工程を

経てリグノパラクレゾールを製造し ， 測定２） NMR
用試料とした．

更に，その高分子反応性についても検討するた

め，ホルムアルデヒドを用いてリグニン由来のフ

ェノール樹脂化に向けた前駆体としてのメチロー
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ル化反応物を取り出し，試料とした．

これらの粉体試料を主に （ジメチルスルDMSO
UNITY INOVAホキシド）に溶かして，バリアン

400WB :9.4T C :100.558（磁場強度 ， 共鳴周波数
13

）の装置を使用して，室温にて スペMHz C NMR13

クトルを観測した．

３．結果と考察

リグノパラクレゾールの スペクトルを
13C NMR

図１に示す．

図中の上段（ - 付近の拡大スペクト20 90ppm
ル）に見られる大きく６つのシグナルについて，

最も高磁場側の 付近から，パラクレゾール20ppm
のメチル炭素（４本に分裂 ，重水素化アセトン溶）

媒のメチル炭素，リグニン骨格プロパン鎖のα-炭

素（２本に分裂 ，リグニン骨格フェノール性芳香）

環のメトキシル炭素（４本に分裂 ，プロパン鎖の）

γ-炭素，最後に 付近で２本に分裂してい85ppm
るβ-炭素の順に帰属できた．こうした高磁場側の

帰属を含めてスペクトル全体の解析から，リグノ

パラクレゾールの主構造（スキーム１中）を決定

した．

また，導入パラクレゾールのメチル炭素とリグ

ニン骨格のメトキシル炭素に由来するシグナルが






